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① 受　付 （事前申し込みの方は控えを見せる、当日の方は申込用紙に記入して受付する）

② 焼　香 （受付後、そのまま会館を通って、靴のまま本堂へ入り、焼香する）

③ 退　室 （本堂を出て粗供養を受け取る）

皆様にはご不便をおかけいたしますが、何卒ご協力よろしくお願いいたします。

予防対策の
お願い マスク着用

職員を含め、ご来寺の方には
原則マスクの着用をお願い
しております。

手指消毒

寺内随所に消毒薬を設置
しておりますので、ご活用
をお願いいたします。

距離をあける

受付から焼香までの間、人
との距離をあけて頂くよう
意識をお願いいたします。

※ お名前は申込まれた方全員を順不同で法要中にお読み上げいたしております。
　 従来のようにお名前が呼ばれるまで待っていただくことはできません。

当
日
の
流
れ

■ 奉書紙の廃止
→ 三密防止策として、人の渋滞を緩和
　 するため奉書紙を廃止し申込用紙を
　 奉書の代わりとして読み上げます。

■ 焼香はいらした順番に
→ お名前を読み上げての焼香では
　 なく、来た人から順番に焼香を
　 していただきます。

今回も、コロナウイルス感染拡大を抑えるための行政指導に準じて
実施いたします。引き続きご協力ください！（大阪本坊・堺支坊共通）

　
永
代
に
渡
っ
て
お
経
が
読
ま
れ
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い

を
込
め
て
、
今
年
も
永
代
経
法
要
が
勤
修
さ
れ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
流
行
は
未
だ
終
息
の
兆
し
も
見
え
ず

不
安
な
世
相
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
心
の
拠

り
所
と
な
る
べ
き
お
念
仏
の
相
続
を
果
た
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
感
染
対
策
に
も
万
全
を
期
し
て
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
家
族
揃
っ
て
お
参
り
下
さ
い
ま
せ
。
（
ご
不

安
な
方
は
欠
席
で
の
お
申
し
込
み
も
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
そ
ち
ら
を
ご
利
用
下
さ
い
。
）

永代経法要の
ご案内

永代経法要の
ご案内

大阪本坊

9：00～12：00
311/ ［水・祝］

9：00～12：00
311/ ［水・祝］

堺支坊

9：00～11：00
3110/ ［日］

9：00～11：00
3110/ ［日］
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西栄寺 住職  山田  博泰

職の住住住
ごあいさつ

毎年恒例、秋の法要と共に開催される西栄寺秋祭りですが、新型コロナ
ウイルスの拡大防止のため、中止とさせていただきます。毎年楽しみに
しておられた方には大変申し訳ございませんが、諸般の事情ご察しください
ませ。 来年こそは楽しい秋まつりを開催できますよう、お念じ申し上げます。

秋祭り中止のお知らせ

　

コ
ロ
ナ
騒
動
も
終
わ
る
の
か
な
？
と
思
っ
た
矢
先
、

第
五
波
に
襲
わ
れ
た
日
本
列
島
。そ
の
最
中
に
行
わ
れ

た
平
和
の
祭
典
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
あ
る
が
、前
回
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
味
わ
っ
て
る
小
生
に
は
、何
か

物
足
り
な
い
と
感
じ
た
が
皆
様
は
ど
う
思
わ
れ
た
だ
ろ

う
か
？

　
何
に
し
て
も
こ
の
コ
ロ
ナ
騒
動
早
く
収
ま
ら
ぬ
こ
と

に
は
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
現
代

人
の
人
間
感
覚
が
い
よ
い
よ
根
底
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
思
う
と
恐
ろ
し
い
。
こ
の
ま
ま
で

は
今
の
生
活
ス
タ
イ
ル
が
消
失
す
る
と
共
に
、
先
祖

代
々
か
ら
脈
々
と
続
く
親
族
の
絆
さ
え
も
絶
た
れ
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
人
と
の
縁
の
大
切
さ
を
こ

の
コ
ロ
ナ
禍
に
於
い
て
改
め
て
、
多
く
の
人
に
熟
考
重

ね
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
百
年
に
一
度
の
災
厄
と
雖
も
、
我
々
は
そ
の
都
度
英

知
を
振
り
絞
り
打
ち
勝
っ
て
き
た
。
楽
観
的
で
は
あ
る

が
、
近
い
将
来
の
諸
先
輩
方
の
活
躍
に
よ
り
、
き
っ
と

き
っ
と
人
類
は
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
つ
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
ま
た
明
る
く
て
、
人
の
出
入
り
が
絶
え
間
な
く
続

く
西
栄
寺
に
戻
り
た
い
も
の
で
す
。

　
緊
急
事
態
宣
言
下
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
活
動
を
余
儀
な

く
停
止
さ
れ
て
い
る
当
寺
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
が
落
ち

着
き
再
活
動
の
際
は
全
精
力
を
注
ぎ
、
皆
様
に
愛
さ
れ

信
頼
さ
れ
る
寺
と
し
て
活
躍
し
て
い
き
た
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
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お ぼうさん のきもち NEWS
ちょこっと

ニ ュ ー ス

西栄寺 西栄寺は地域密着の
お寺を目指して、
様々なイベントに協力
させていただいております！

第 5回
西淀川
フードバンク

ご家庭にある余剰食料品や日用品、災害用備蓄品などを持ちより(フードドライブ)、必要なご家庭に食料物資と
笑顔のおすそ分けをする食料品の無料配布(フードパントリー）活動に協力しています。

まだ食べられるのに処分されてし
まう食品を、必要としている人に
届ける活動です。食べる予定のな
いいただきものや余ってしまった
ものをご提供いただくことが、人
と人とをつなぐ社会貢献活動にな
ります。

主催 ： 「ドラパンにしよど」運営委員会　協力 ： 西淀川区社会福祉協議会 ・ NPO法人にしよどにこネット ・ NPO法人くるる

～「もったいない」を「ありがとう」に～  地域のみんなで支えあい

西栄寺では
「ありがとうBOX」を
設置しており、

回収期間内は目印となる
「のぼり旗」を
たてています。

ご家庭で
眠っている食品
ぜひお持ち
ください!!!

この機会に災害備蓄品の
賞味期限チェック
してみませんか？

家にある使っていない食材
頂きもので余っている食材ありませんか？

文房具や学用品
ベビー用品なども
大歓迎！！！

●ボランティア募集
●食品の寄贈を
　受付ております
お米、レトルト食品、缶詰等
長期保存可能な食品（賞味期限内）
のご提供をお待ちしております

ドラ☆パンにしよど  フードパントリー

4



　親しき中にも礼儀あり、と申します。まさに人間関係を良好に
保つ秘訣と言えるでしょう。どんなに仲が良い相手であっても礼
を失してしまえばたちまち関係にヒビが入ってしまうものです。
　ですから私たちの日常生活は基本的には我慢の連続です。言
いたくても言えないことを抱えながら、時には気が進まないこ
とでも断り切れずに渋々承諾したり、腹がたってもぐっと堪え
て愛想笑いを浮かべたりします。会社や学校や家庭において、
友人同士、恋人同士、夫婦同士でさえ、嫌われ失望され呆れら
れ見限られやしないかと不安に感じる事も少なくありません。
良好な人間関係とはかくも気を使い合って成立しているのです。
 　しかし例外的に母と子の関係性においてはその限りではあり
ません。例えばうちの子供たちは「ママ、ママ」と母親に呼び
かけます。当たり前の光景なので特に気にもしていなかったの
ですが、改めて考えてみますと、その呼び声には実はとんでも
なく深い信頼が含まれていることに気付かされます。絶対的と
表現したほうが的確かもしれません。どんなに酷い悪戯をしよ
うが暴言を口にしようが、子供たちは母親に見捨てられること
なぞ全く想像もしていません。悪いことをしてきつく叱られた
としても、次の瞬間には全幅の信頼の下に「ママ、ママ」と呼

びかけているのです。通常の人間関係では考えられない事です。
絶対に見捨てられる事はないと安心しきっているのです。　
　さて阿弥陀様のお慈悲は母親の愛情に例えられます。これは
母の子に対する思いと似て、私たちを決して「見捨てない」と
いう事を意味しています。良い事も出来ず、悪い事ばかりして
いる私たちですが、阿弥陀様はそれでも絶対に見捨てることは
ありません。ただ深く哀れんで、なんとか助けようとして下さ
います。そういうお慈悲の心を私たちが受け取ったとき、南無
阿弥陀仏というお念仏はまるで幼子から母親への呼びかけのよ
うに、絶対的な「安心」の中で発せられるのです。
　南無阿弥陀仏を呪文か何かのように特別なものと思い込んで
おられる方も多いと思います。しかし本当は我が家の子供達が
母親を呼ぶのと同じようにとても気安く身近なものなのです。
　ご法事の席などは厳粛な雰囲気でお勤め致しますから、つい
堅苦しい感じでお手合わせ頂く事になってしまいがちですが、
今後は童心に戻って「ママ」「お母さん」と呼びかけるつもり
でお念仏下さればと思います。何かと気苦労の絶えない世の中
で、絶対に見捨てられる事のない安心をともに頂いて参りま
しょう。合掌。

博智のつぶやき

お ぼうさん のきもち
僧侶インタビュー

堺支坊 院代  植田 達也

取材：森本 洋子（Office K’s）

　

高
卒
後
に
就
職
し
ま
し
た
。性
格
は
た
い
へ

ん
ま
じ
め
な
の
で
無
我
夢
中
で
が
ん
ば
り
ま
し

た
が
、ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
退
職
。そ
れ
以
後
は

バ
ン
ド
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。２
０
代
後
半
に

葬
儀
社
に
就
職
、結
婚
。三
年
目
に
秘
密
が
バ
レ

て
離
婚
。葬
儀
関
係
の
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
食
い

つ
な
い
で
い
ま
し
た
が
、こ
の
こ
ろ
か
ら
生
活
リ

ズ
ム
は
か
な
り
お
か
し
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
若
い
こ
ろ
は
ど
ん
な
暮
ら
し
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
か
？

　

も
う
一
回
い
ち
か
ら
勉
強
し
な
お
し
で
す
。

浄
土
真
宗
を
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
。仏
法
は
聴

聞
に
極
ま
る
！
と
言
わ
れ
ま
す
ね
、も
う
い
っ

ぺ
ん
聴
聞
か
ら
始
め
ま
す
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
目
指
す
自
分
は
？

　

母
と
弟
の
死
が
仏
教
に
向
か
わ
せ
た
因
で

す
。葬
儀
社
に
勤
め
て
い
た
の
も
ご
縁
で
、ご
遺

族
と
い
っ
し
ょ
に
毎
日
の
よ
う
に
お
坊
さ
ん
の

法
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、関
心
す
る
や
ら

涙
す
る
や
ら（
笑
）「
ぼ
く
も
こ
ん
な
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
！
」と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。

仏
教
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
も
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
ど
う
し
て
お
坊
さ
ん
に
な
ろ
う
と

思
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

　

も
と
も
と
ほ
か
の
お
寺
に
所
属
し
て
い
ま

し
た
が
、僧
侶
っ
て
世
間
で
思
わ
れ
て
る
よ
り

給
料
が
安
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、追
い
打
ち
で

コ
ロ
ナ
・・・
ま
す
ま
す
生
活
が
苦
し
く
嫁
の
機

嫌
は
悪
く（
汗
）前
か
ら
知
っ
て
た
山
田
住
職

に
電
話
し
た
ん
で
す
。雇
っ
て
く
れ
ま
せ
ん

か
？
っ
て（
笑
）

　
　
　
そ
こ
か
ら
ど
う
し
て
西
栄
寺
に
？

　
　
　
　
住
職
は
な
ん
と
？

　

え
ら
い
急
や
な
あ
と（
笑
）
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無参詣法事のご案内
新型コロナウイルスの流行により、ご法事を営む事も出来ずお困りの方が多数いらっしゃいました。
西栄寺ではそういう皆様からのご要望を受け、極力接触を排除した無参詣法事を行っております。

他、ZOOMやLINEのビデオチャットを使ってリアル
タイムでのお勤めや、一般電話回線で音声のみのお勤め
なども可能です。

上記お電話にて、 ①申込者様のお名前 ②故人様のお名前 
③法事の内容（三回忌など） ④法事希望日（ご命日など）を
お伝えください。後日、本堂にて故人様のご法事をお勤め
をし、その様子を「録画」いたします。その録画した法事の
「DVD」を法事希望日までに郵送にてお送りいたします。

▶パソコン・スマートフォンをお持ちでない方

06-6473-9444（西栄寺）

上記メールアドレス宛に、 ①申込者様のお名前 ②故人様の
お名前 ③法事の内容（三回忌など） ④法事希望日（ご命日
など）を本文に記載してお送りください。本堂にて故人様の
ご法事をお勤めをし、その様子を「録画」して「YouTube」にて
限定公開いたします。公開期間は法事希望日の前後3日間です。
メールにて動画のアドレスをお知らせ致しますので、動画
を再生しながらご家族だけでご法事をお営み頂けます。
※公開動画はメールにて送られた動画のアドレス以外から
は見ることはできません。

▶パソコン・スマートフォンをお持ちの方

houji.net@gmail.com
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こ
こ
ろ
塾 

悠
々
泰
心 

俳
句
会

歪
む
と
て
咎
む
な
み
ん
な
榠
樝
の
実

ゆ
ら
女

秋
日
ざ
し
帽
子
目
深
に
グ
ラ
ン
ド
に

す
み
れ

友
と
栗
マ
ス
ク
の
下
に
い
い
笑
顔

香
　
邦

幸
　
代

山
道
の
葛
こ
ぼ
れ
く
る
つ
ま
や
か
に

彼
岸
花
陸
軍
墓
地
の
老
夫
婦

玄
　
秋

蜩
の
鳴
く
や
夕
べ
の
門
に
立
つ

天
　
命

身
障
を
超
え
る
特
技
に
秋
高
し

珠
　
江

風
ゆ
れ
る
梵
鐘
の
音
曼
珠
沙
華

洋
　
翔

鬼
灯
の
朱
色
一
際
仏
の
間

和
加
子

大
粒
の
栗
も
寂
し
や
四
波
渦

博
　
凛

今
日
い
な
い
ふ
っ
く
ら
さ
ん
の
秋
サ
ン
マ
　

憲
　
聖

そ
び
え
立
つ
太
陽
の
塔
秋
空
に

美
　
令

亡
き
人
と
語
り
合
い
た
き
月
見
か
な

き
り
り

実
柘
榴
の
艶
つ
や
や
か
に
院
の
庭

泰
　
心

ひ
ぐ
ら
し

よ
ん
ぱ
う
ず

と
が

か
り
ん

ざ
く
ろ

い
ろ

享
　
花

闇
ふ
る
う
清
き
虫
の
音
夢
に
落
つ

寿
　
々

旅
人
や
胸
に
一
房
と
う
が
ら
し
　

　人は、いつの時代も健康で長生きする方法を考え抜いてきましたが、江戸時代の医師〝貝原益軒・かいばら
えきけん〟が執筆した「養生訓」には、現代でも十分役に立つ健康の極意が記されています。　
　「養生」という考え方は、庭に草木を植えて愛するごとく、朝晩心にかけ、水をやり、土をかけ、肥料をあたえ、
虫をとったりして、よく養い、その成長を喜び、しおれるのを悲しむ。このように自分自身も愛さないとなら
ないし、大切にしないと本当の健康を得ることができないことを示しています。
　どのような状況であっても、一日一日を丁寧に大切に暮らすことが健康には欠かせないでしょうし、その
ことに楽しみや喜びを見出すことが健康増進につながります。

にこぽんマガジン「お寺の介護はいにこぽん」がおくる、情報発信サイト

【養生の極意】

イベント・セミナー情報
最新の介護情報

施設・スタッフ紹介
ちょっとしたお話など

第 7回

2kopon.jp
QRコードで
簡単アクセス♪
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寺院経理部 
田中 文子

寺院経理部 
山下 洋子

堺支坊  院代
辻元      涼

堺支坊  副主任 
山中  勝栄

堺支坊  院代
北岡  剛史

◎ 堺支坊

大阪本坊  僧括
上田  健二

住職
山田  博泰

副住職
山田  貴仁

大阪本坊  副主任
福山  伸二

堺支坊 院代
石山 直樹

堺支坊 院代
植田 達也

大阪本坊  院代 
野田  智仁

大阪本坊  院代 
貝田  仁司

大阪本坊  院代
鶴田  隆史

大阪本坊  院代
木村  宥光

◎ 大阪本坊

西成支坊  輪番
金田  　塁

◎西成支坊

堺支坊  主任
宮原  伸介

（デイサ高住 課長） 介護福祉士
出口 千生 

（居宅訪問 課長） ケアマネージャー 
岸下　和美  

◎お寺の介護 はいにこぽん（居宅訪問課）

西宮有馬支坊  僧括
吉田  敬一

西宮有馬支坊  院代 
松井  康博

◎西宮有馬支坊

東京別院  輪番
榎本  勝彦

◎東京別院

寺務員
榎本  幸子

東京別院  院代
鈴木  淨信

東京別院  院代
佐々木  崇文

大阪本坊  院代 
橘  照善

大阪本坊  院代 
徳永  範男

大阪本坊  院代
小田  慧信

大阪本坊  院代
森  紀一郎

大阪本坊  院代
渡部  実忍

寺院経理部
金城 真弓

整備士
有馬 孝浩

久遠泰心堂 店長
仲谷　奉子  

大阪本坊
スタッフ
 他 5名

（デイサ高住 主任） 介護士
加藤 雄二

（居宅訪問） 事務員
丁野 菊美

（デイサ高住 主任） 栄養士
平原 久美子

（訪問主任） 介護福祉士
木村 幸代

（居宅主任） 主任ケアマネージャー
野中 郁子

（デイサ高住） 介護士
中嶋 章子

（デイサ高住） 介護士
新子 奈美

（デイサ高住） 機能訓練員
尾脇 大誉

（デイサ高住 副主任）介護福祉士
星野 咲子  

（居宅）ケアマネージャー
中村 裕子

◎お寺の介護 はいにこぽん（デイサ高住） ◎介護福祉部

（デイサ高住） 介護福祉士
永田 知美

（デイサ高住） 介護士
曽我部 維久子

（デイ副主任）  柔道整体師
池内 新

（介護福祉部） 事務長
藤本 美紀

はいにこぽん
スタッフ
 他 35名

１周忌 令和 2年 １３回忌 平成 21年 ２７回忌 平成 7年 ４３回忌 昭和 54年

３回忌 令和 元年 １７回忌 平成 17年 ３３回忌 平成 元年 ４７回忌 昭和 50年
７回忌 平成 27年 ２３回忌 平成 11年 ３７回忌 昭和 60年 ５０回忌 昭和 47年

ご法事はご命日の約３ヶ月前より承っております。但し、ご命日に法要を営まれる方を最優先しておりますので、
ご命日以外でのご法事をご希望の場合の予約時間は、こちらから指定させて頂く場合がございます。予めご了承ください。

令和3年
年回表

僧侶とスタッフのご紹介

泉大津市東助松町1-3-31-101泉大津布教所泉南市信達市場1405-2泉南布教所寝屋川市宇谷町3-3寝屋川布教所

大本山 大阪本坊 〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島1-6-17
TEL.06-6473-9444　FAX.06-6473-4200 東 京 別 院 〒123-0865 東京都足立区新田3-1-9　

TEL.03-3912-9444　FAX.03-3912-5969

西 成 支 坊 〒557-0042 大阪市西成区岸里東1-1-4
TEL.06-6652-4772　FAX.06-6652-8050

勝 福 寺 〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島1-6-17 西栄寺内 
TEL.06-6473-9444　FAX.06-6473-4200

西 栄 寺 別 院
北大阪泰心館

〒564-0033 吹田市東御旅町3-2
TEL.06-6105-9200　FAX.06-6105-9505

尼 崎 本 坊 〒660-0822 尼崎市杭瀬南新町3-2-24
 TEL.06-6482-0141　FAX.06-6473-4200

堺 支 坊 〒591-8023 堺市北区中百舌鳥町1-201-2
TEL.072-257-0443　FAX.072-257-0447

西宮有馬支坊 〒651-1422 西宮市山口町金仙寺1680-7
TEL.078-903-2088　FAX.078-903-2088

宗教
法人

西栄寺だより
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